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[実習概要]
1． ゲント大学麻酔科での実習。
　この度、M6海外実習のプログラムを利用してベルギーのゲントにあるゲント大学附属病院（以下、当院とする）の麻酔科にて臨床実習をさせていただく機会に与った。ゲント大学の手術室は3カ所に分かれており、心臓外科の手術室が2個、その他のメジャー外科、脳外科、整形外科の手術室が13個、その他の診療科の手術室が8個という構成であった。
　教授と相談した上で、カリキュラムを組んでいただいた。最初は耳鼻科や形成外科の小さな手術を通して麻酔全般の雰囲気をつかみ、徐々に大きな手術などへ参加するようにしていった。また、最終週は集中治療科や心臓外科の手術も見学させていただくことができた。
　ベルギーはフランス語、オランダ語が主な公用語である。ゲントはオランダ語圏であり、病院の表示や会話は全てオランダ語で行われているため、ほとんど通常会話には入れなかった。しかし幸いなことにベルギーはほとんどの人が英語をしゃべることができるので、何かあったときの意思疎通に困ることはなかった。
[日本との相違点]
今回のベルギー滞在を通して感じた「日本との違い」について述べようと思う。私は現在まで主に当院でのみ実習を行っているので、他の日本の病院についてはあまり良く知らないことをご了承いただきたい。当院との違いと思っていただければ幸いである。
1． 7年生の医学教育と卒業直後からの希望科での教育
　ベルギーの医学教育はUndergraduateのカテゴリーで7年制となっている。医学生は低学年で基礎医学を始め、3−4年では臨床の授業を習う。高学年になると実際に臨床の現場で実習を行うことになる。7年生は「インターン」の様な身分で、自分が選択した科を数週間単位でローテーションしていく。
　この７年生のインターンの中で、彼らは自分の希望する科への”就職活動”を行い、受入れてもらうことができれば卒業直後から希望する科での研修が始まる。
　卒業後の医師は”Assistant”と呼ばれる。内科コース、外科コース、小児科コース、産婦人科コース、麻酔科コース、救急医療コース…などといった大まかな枠組みでGeneralな研修を行う。コースの年数は科によってまちまちであるが、麻酔科を含めほとんどの科は5年間である。Assistantの年度末にはそれぞれの年次に合わせて知識の到達度を測るテストが行われている。
　Assistantを修了するとStaffメンバーとしてのポジションを探したり、さらなる専門研修に進んだりすることとなる。Academicな職場を希望する人の中には、ある程度研究をする人もいる。
2． 医療の質にそこまで違いはない
　M6海外実習の目的として「日本の医療との違いを見る」という学生が多いと思うし、自分もその一人であった。私はこのプログラムとは別にイギリスで1ヶ月間実習をさせていただいている。しかし私個人の感想からすると、教育制度や医療制度の違いこそあれ、イギリスやベルギーと日本では行われている医療の質に決定的な違いはない。つまり、海外の病院だからといって、何か特別な治療や処置をしているなどということはあまりない。
　医師の業務や守備範囲は日本とあまり変わらない。朝はカンファレンスの後に回診があり、その後若手の医師が入院患者や新規患者のヒストリーや所見をとり、中堅医師や指導医と相談しながら処置や薬剤のオーダーを入れる。強いて言えば、看護師ができる処置の守備範囲が広いため、医師の業務が少しだけより専門的なことに集中できるようになっている。例えば包交などにおいては最初から最後まで医師が付き添う必要はなく、重要な処置だけ行ってあとは看護師に指示を出して次の患者のもとへと向かう。
3. 手術での人員配置と外科教育
　日本と違うと感じたものの１つは、手術に対する人員の割き方である。私は主に麻酔科で実習をしていたので、当然多くの外科手術も見学した。こちらでの手術は主に指導医と高学年のAssistantの2人で行う。小さな手術では外科医一人とナースアシスタント（ナースプラクティショナーのような立場）で手術を進めることもある。一方で、当院の手術では一般的な場合3-4人の外科医が常に手術室にいる。
　海外では若手医師の場合、卒業直後は専ら周術期の管理に重きが置かれ、病棟業務に従事させられるので手術室に入ることはほとんどない。しかし3年目ほどからは、専ら手術室に入り、指導医とのマンツーマンで多数の症例をこなすことができる。特に手術症例は医療圏の中核にある病院に集約されるので、毎日多くの手術が行われ、症例数に困ることはない。難しい症例もあれば、特に日本なら大学病院ではやらないようなCommon Diseases の症例も充実している。海外の教育プログラムでは、学年を飛び越えて上の業務に携わることはできないし、本人達もそうしようとも思っていないため、自分の学年における役割の習得に励むのである。
　これと比べて、日本は良いところも悪いところも持ち合わせている。日本は各学年においてしっかりとした技術習熟目標がなく、あまりしっかりとした教育制度を持っていない（と臨床実習を通した医学生の視点では思っている）。また、病院がたくさんあるために、１つの病院あたりで中々多くの手術が行われないため、手術件数は少ない。（イギリスやベルギーの半数ほどでは？と感じた）。しかし「あまりしっかりしていない」ことが幸いし、業務内容の守備範囲がフレキシブルであるため、そのような環境でもチャンスとやる気次第では卒業直後から様々な経験を積むこともできる。繰り返すが、海外ではそもそも「チャンスがあれば上の仕事を…」ということは教育制度や価値観として存在しないので、これを望むことは不可能である。
4. 女性外科医の多さ
　さらにベルギーで印象的であったのは女性外科医の多さである。様々な診療科で手術を見学していたが、女性のStaffやAssistantはかなり多く見受けられた。形成外科、整形外科、婦人科、耳鼻科、さらには心臓外科においてまで、女性のStaffの先生が執刀し、助手も女性のAssistantであった。卒業後のトレーニングはそれなりに厳しいらしいが、女性でもしっかり外科医としてやっているひとがそれなりにいるのだと聞いた。イギリスでは日本と同様、女性の外科医はあまりいなかったので、この点はベルギーに特異的なものなのであろうか？
　ひょっとすると、女性外科医のワークバランスがうまくとれているようなシステムがあるのかもしれないが、あまり突っ込んだ話しは聞かなかった。
　
【海外へ行く意義と若手派遣事業制度】
　前述したように、学生のうちは欧米へ何か真新しいもの（斬新な治療など）を求めて海外実習へ行ってもその分野に関してはそこまで大きく得るものはないであろうと思う。
　しかし、それでも海外へ出る意義として、私は日本人以外の人の価値観に触れることを挙げたいと思う。欧米と日本では医療職に対する価値観も異なれば患者の意思決定に対する価値観も異なる。職員は夕方５時にもなりデューティーが終われば皆さっさと帰宅するなどし、仕事以外の私生活を充実させることも重要視している。学生の実習においても、わざわざ夜遅くまで残っている必要もなく、定時が過ぎれば帰って自分の時間を楽しむことも立派な選択肢として認められている。
　また、欧米は国籍を跨いで働いている人も少なくない。私がこのプログラムで滞在したベルギーはそうでもなかったが、イギリスではヨーロッパだけでなくアジアやアフリカなどからも様々な人がやってくる。その人物像も、途上国からやってきて先進国で一旗揚げようとやる気に満ちあふれている医師から、よりいい給料や待遇を求めるヨーロッパ圏内の医師、マイペースで”普通に”過ごしている医師、できれば面倒なことなどやりたくなく楽をしたいと考えている医師まで様々である。そのような人の中で過ごすことはとても刺激的であり、改めて今自分自身が考えの位置づけを考えさせられる。残念ながら、これは日本にいては絶対に体験できないことである。なぜなら日本には海外との人材の行き来はほとんどと言って良いほどないからだ。
　確かに日本の医療は素晴らしいし、日本が持つ独特の言語や価値観、英語に対する苦手意識を考慮すると、わざわざエネルギーを使ってあえて日本を飛び出すなどとは考えないかもしれない。しかし、これからの時代では海外との交流はよりいっそう避けては通れないものになると思うし、その経験は若いうちにしておくにこしたことはないと思う。
　そのなかで特に学生の間の海外実習に関して重要になるのが両親の理解である。海外実習では先方とのやり取りなどに膨大な時間を消費するが、それ以外にも経済面で渡航や滞在費などで大きな出費を余儀なくされるからである。私の場合、幸いなことに両親が理解を示してくれて全面的にサポートしてくれたが、中には両親の理解を得られずに海外実習申込を断念せざるを得なかった友人もいる。そのような事情も鑑みると、このようにある程度の経済的な支援を受けることができる若手派遣事業制度の存在は大きいと思う。
　ただ１つ残念なことは、この制度の学生に対するプレゼンスの小ささではないかと思う。私の場合出国の直前までこの制度の存在を知らなかった（PCMEから知らされた）。もう少しプレゼンスを大きくし、海外で貴重な経験をしたいと考えている熱意ある学生が経済的理由で簡単にあきらめてしまうことがないように、様々な機会を利用してこの制度を宣伝していってはどうだろうかと感じている。
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